| この 事例 集 は 、 女 性 に と っ て 働き や すい 
2 職場 環境 へ の 改善 に 取り 組ん で いる 事 


岩手 県 と 沿岸 市 町 村 で は 水産 加工 業 で 働く 水族 イニ 環境 改善 | | 業 所 を 紹介 し 、 水 産 加工 業 で 働く こと に 
、 | Re _ 少 カ | 興味 を 持っ て いた だ く こ と や 、 県 内 事業 
女性 が 働き や すい 職場 環境 と な る よう な 改善 を 支援 し て いま す ! 加工 業 職場 環境 改善 事例 集 te 


目的 に 作成 し た も の で す 





地域 基幹 産業 人 材 確保 支援 事業 


水産 加工 事業 者 が 女性 従業 員 に と っ て 働き や すい 職場 環境 の 整備 を する 場合 、 
県 と 市 町 村 が 共同 し て 補助 し ます 。 


支援 対象 及び 補助 金額 


支援 対象 の 例 ※ 率 補助 上 限 額 



































も NM - 休憩 室 
* シ ジャ ワー 宝 ・ 室 ・ ベ ビー ルー ム 備品 購入 費 、 工 事 費 1 ノ 2 以内 
・ ロッカー( 原 則 、 女 性 更衣 室 に 設置 ) 
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※ 支 援 対 象 と な る 整備 内 容 の 詳細 に つい て は 、 岩 手 県 復興 局 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


語り 且 本 間 策 c (⑪ と 9 の 両方 満た し て いる こと が 必要 で す ) 
⑨⑩ 女 性 従業 員 を 2 名 以上 雇用 し て いる こと 


@⑥「 い わ て 女性 活躍 認定 企業 等 (ステ ッ プ 1 又は ステ ッ プ 2) 」 の 認定 | の いずれ か を 受け て いる 、 
「 い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 」 の 認 計 _」 又は 申請 中 の 事業 者 


県 ・ 市 町 村 水産 加工 事業 者 
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沿岸 12 市 町 村 の 水産 担当 課 又 は 商工 担当 課 
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問い 合わ せ 先 岩手 県 復興 局 ま ち づ く り ・ 産 業 再生 課 TEL.019-629-6931 e-mail. Aj0004@pref.iwate.jp 
令 和 2 年 3 月 発行 

















第 三 工場 に は 「 医 務 室 的 な スペ ー ス 」 と し て ペッ ド を 設置 











清潔 感 の ある 洗面 所 


Ohunato-shi IWATE 


森下 水産 (株 ) 


専務 取締 役 
森下 幸 裕 さん 
大 が か り に は 無理 で も 、 気 
が つい た ら 必 要 な と き に で 
きる こと を や つて きま し た 。 
当社 は 社長 を 筆頭 に 、 女 性 従 
業 員 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 取 つ て いま す が 、 そ れ が い 
ちば ん 大 事 な こ と だ と 考え 
で いす Ts 




















(※) HACCP ( ハ サ ッ プ ) は 、「Hazard Analysis and Critical Control 
Point] の 略 。 語 で は 「 危 害 分 析 重 要 管 理 点 」。 食品 業者 が 工程 を 
管理 し 、 製 品 の 安全 性 を 確保 し よう と する 衛生 管理 の 手法 。 




















トイ レ の 洋式 化 な ど 、 女 性 の 声 を 吸い 上 げ て 対応 し て いる 


女性 の 目線 を 環境 づく り に 反映 


大 船渡 市 盛 町 の 森下 水産 株 式 会 社 は 、「 大 船渡 か ら 
世界 に 向け て ]」 の スロ ー ガ ン を 掲げ 、 水 産 ・ 食 品 ・ 冷 
凍 倉庫 の 3 事業 を 展開 。HACCP\ 認 定 工場 と し て 徹底 
し た 品質 管理 の も と 、 全 国 で も トッ プク ラス の 衛生 レベ 
ル で 安心 ・ 安 全 な 製品 を 生産 し て いま す 。 

平成 23(2011) 年 の 東日本 大 震 災 津波 で 被災 し 、 本 
社 工場 ・ 第 二 工 場 ・ 営 業 冷蔵 庫 な ど 3 棟 が 全壊 し まし 
た が 、 同 年 7 月 か ら 本 社 工場 で 生産 を 一 部 再開 。 8 月 に 
は 本 社 を 完全 復旧 する な ど し て 、 順次 、 事業 を 再開 し ま 
し た 。 その 後 、 施設 を 増やし 、 現在 は 震 災 前 の 120 パ ー 
セン ト ま で 業績 を 伸ばし て いま す 。 


女性 の 目線 で 課題 を 発見 


森下 水産 の 従業 員 は 130 名 。 そ の うち 女性 は 70 名 で 、 
多く は 地元 ・ 気 仙 地 区 か ら 通 いま す 。 ま た 、 中 国 と ベト 
ナム か ら の 外国 人 技能 実習 生 30 名 も 一 緒 に 働い て いま 
す 。 大 船渡 市 は 27 年 前 か ら 外 国人 の 実習 生 を 受け 入れ 
て お り 、 ノウ ハウ は し っ か り 確 立 さ れ て いる と いい ます 。 















a 電 、 | 
就職 し て 10 年 に な る 富 崎 美紀 子 さ ん 


専務 取締 役 の 森下 幸祐 さん は 、 休 憩 時 間 な ど に 女性 
従業 員 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 努め 、 雑 談 の よう な 
会 話 か ら 職 場 環 境 の 改善 点 を 拾い 上 げ る よう に し て 
いる と の こと 。 「 女 性 の 目線 で 話し て も ら わ な いと 、 我 々 
に は 気がつか な いこ と も 多い で すか ら 。 ま た 、 事 務 所 
勤務 の 女性 従業 員 を 通じ て 、 生 産 現 場 の 声 を 受け 取る 
こと も あり ます 。 ト イレ の 改修 も 、 そ の 一 つ で し た 」 と 
話し ます 。 女 性 の 要望 を 聞き 取り 、 休憩 室 そ ば の トイ レ 
8 基 の うち 7 基 を 洋式 に 変え まし た 。 








小さ く て も で きる こと か ら 


「 気 が つい た ら 、 す ぐ で きる こと に は 早急 に 対応 し 
た いと 考え て いま す 」 と 森下 専務 。 昨 年 末 に は 、 第 三 工 
場 に ベッ ド を 据え まし た 。「 ち ょ っ と 気分 が 悪い と き 、 
女性 が 横 に な れる よう に 」 と の 配慮 か ら で す 。 

「 女 性 に 生き 生き と 働い て も ら う た め に は 、 和 気遣い が 
大 切 。 仕事 が し や すい 環境 な ら 作業 も は か どる し 、 
安定 的 な 雇用 に も つなが り ま す 」 と いう 森下 専務 の 
配慮 は 、 現 場 に も 届い て いる よう で す 。 製 造 ラ イン で 
働く 富 崎 美紀 子 さ ん は 「 ト イレ は 使い や すく な り ま し た 。 
今 は 家庭 で も 洋式 で すし 、 実 習 生 の みん な も 洋式 の 
ほう が いい よう で す 」 と 、 改 修 に 感謝 し て いま す 。 ま た 、 
専用 の 用 紙 に 記入 する だ け で 、 平 日 で も 希望 する 日 に 
休暇 が 取得 で きる シス テム に 対し て も 、「 自 分 の 予定 に 
沿っ て いた だ ける の が あり が た いで す 」 と 話し て いま し た 。 





安定 し た 雇用 の た め に 


職場 環境 の 改善 を 独自 に 進め て きた 森下 水産 で す が 、 
「 今 後 は 県 の 事業 を 利用 し て 、 さ ら に 推し 進め た い 」 と 、 














従業 員 が 超 う 第 三 工 場 の 休憩 室 に は 、 キ ッ チ ン が 据え 付け られ て いる 








森下 専務 は 意欲 を 示し ます 。 「 仕 事 が 終わ っ て か ら 子 ど 
も の 学校 に 行く と か 、 会 合 が ある と か 、 そ うい うと き は 
着替え を し た いで し ょ う 」 と 、 次 年 度 は 休憩 室 に 洋服 店 
に ある 試着 室 の よう に 、 カ ー テ ン で 目隠し を し た 着替え 
スペ ー ス を 作る こと も 予定 し て いま す 。 

それ ら は すべ て 従業 員 と の 信頼 関係 に 基づい た 、 確か 
な 職場 づく り の た め 。「 も ちろ ん 仕事 に 関し て は 厳し い 
で す よ 。 それで も 130 名 が 安心 し て 笑顔 で 仕事 が で き 
て 、 安定 し た 給料 を 支払 うこ と が で き 、 各 家 庭 に 長く 安 
定 し た 日 々 を 提供 で きる こと が 大 切 。 そ れ を きち ん と 維 
持 で きる よう 、 皆 と 一 緒 に 積み 上 げ て いき た いで すね 」。 
森下 水産 の 挑戦 は 、 これ か ら も 続き ます 。 





中 国 か ら 贈 られ た 掛け 軸 な 
どか ら は 、 実 習 生 を 受け 入れ 
て きた 歴史 が 伺え る 






































職場 環境 改善 事例 集 ・ 
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工場 内 に は 、 さ ま ざ ま な 掲示 が 。「 


Kamaishi-shi IWATE 


(株 ) 津 田 商店 
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廊下 や 階段 に 手すり を 設置 し た こと で 、 安 全面 が 向上 し た 


安全 を 第 一 に 施設 を 改善 


代表 取締 役 社長 


津田 保 之 さん 
現場 か ら の 提案 を 活か し 、 





















































す 。 





に 見 える か た ち で 改善 
て いき た いと 思い ま 
ー ガ ン を 掲げ て いる 部 
で 社員 が 一 堂 に 会 する と き 、 
私 自身 が 改め て 掲示 を 見 て 、 
科 場 の あり 方 に つい て 確認 
し て いま 


す 。 
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釜石 市 鵜 住 居 町 に 本 社 ・ 食 品 工場 を 構え る 株 式 会 社 
津田 商店 。 昭和 8 (1933) 年 に 鮮魚 と 水産 物 の 一 
加工 を 主体 と し た 津田 保 之 助 商店 と し て 創業 以来 、 
長い 歴史 を 刻ん で きま し た 。 東日本 大 震 災 津波 で 、 釜 
石 の 本 社 と 大 樋 食品 工場 が 全壊 。 岩 災 か ら 1 年 後 の 平 
成 24(2012) 年 、 現 在 の 場所 で 製造 業務 を 再開 し まし た 。 


本 音 が 聞け る 場 を 設定 


従業 員 は 、 190 名 。 女 性 の 正社員 は 33 名 、 日 給 制 の 
協力 社員 は 84 名 で 、 そ の うち 29 名 が ベト ナム か ら の 
外国 人 技能 実習 生 で す 。 代表 取締 役 社長 の 津田 保 之 さ 
ん は 、 平成 28 年 度 か ら 県 の サポ ー ト を 受け 、 20 代 か ら 
70 代 前 半 ま で 100 名 を 超え る 女性 従業 員 に 対す る 職場 
の 環境 改善 に 向け た 取り 組み を 続け て いま す 。 

津田 社長 は 「 従 業 員 の 本 音 が 聞き た い 」 と 、 全 従 業 員 
を 6 一 7 名 の グル ー プ に 分 け 、 昼 食 を 共に する ラン チ 
ミー ティ ング を 実施 し まし た 。 そ の 取り 組み に 加え て 、 
県 の 紹介 に よる 女性 アド バイ ザー を 招き 、 女性 従業 員 と 




















の 面談 を 行い まし た 。「 第 三 者 の 目 で 、 本音 を 聞い て も ら 
えた こと は 有益 で し た 」 と 話し ます 。 


働き や すい 職場 環境 に 


ヒア リン グ の 結果 は 、 工 場内 の 施設 の 改善 に つなが り 
まし た 。 具体 的 に は 、 工場 に 続く 通路 に 安全 確保 の た 
め に 手すり を 取り 付け 、 休憩 室 の 冬 の 底 冷 え 対策 と し て 
断熱 材 を 入れ る と と も に 、 椅子 が 欲し いと の 声 に 応え て 
約 20 脚 を 設置 し まし た 。 加え て 、 働き や すい 職場 づく り 
運動 を 目指 す た め の スロ ー ガ ン を 作成 。「 全 従業 員 が 
『 健 康 で 』『 楽 し く 』『 永 く 』 働 ける 職場 を つく り ま し よう 。」 
と いう 横断 幕 を 掲示 し まし た 。 

施設 の 改善 に つい て 、 冷凍 食品 ホイ ル 巻 工程 で 働く 
阿部 の ず ぞ み さん と 冷凍 食品 の 調味 工程 を 担当 する 倉本 

査 奈 さ ん は 「 職 場 ま で の 通路 は 、 水 や 魚の 脂 な ど で 滑 り 、 
転倒 する 恐れ が あり まし た 。 手すり が ある と 、 歩 く と き 
の スト レス が な く な り ま す 」 と 話し ます 。 また 、 休憩 室 の 








働き や すい 職場 づく り 運動 を 目指 す た め の スロ ー ガ ン 





を 作る な ど 、 冷 凍 食品 の 調味 工程 を 担当 する 倉本 杏奈 さん 。 


アレ ルギー 対策 も 含め て 、 洗 浄 ま で 丁寧 な 作業 を 行う 


椅子 も 含め 、 ほか の 従業 員 か ら も 「 よ か っ た 」 と いう 声 が 
聞か れる と の こと 。 2 人 の 言葉 か ら は 、 さ ま ざ ま な 話題 

会 話 が 行き 交 い 賑やか だ っ た 休憩 室 が 、 さ ら に 明る い 
雰囲気 に な っ た こと が 伺え まし た 。 

津田 社長 は 「 工 場 に いる 従業 員 が 最も 多い で すか ら 、 
その 現場 か ら 提案 を あげ て 欲し い 。 特 に 、 安 全面 で の 
改善 は 早急 に 進め た いと 考え て いま す 」 と 、 細か な 点 も 
吸い 上 げ 、 環 境 の 改善 に 活か し て いく 姿勢 を 示し ます 。 


待遇 の 改善 も 視野 に 入れ て 


そう し た 積み 重ね の 先 に 見 据え て いる の は 、 待 遇 の 改 
善 と の こと 。「 協 力 社 員 も 少し ずつ 待遇 を 上 げ て 、 いずれ 
は 正社員 に で きる よう 努力 し て いき た い 。 最 後 まで 勤 
め 上 ば げ 、 満 足し て 退職 し て 欲し いで すか ら 」 と 話し ます 。 

近年 は 、 イン ター ンシップ を 積極 的 に 行い 、 リク ルー ト 
説明 会 に も 参加 する な ど 、 新 卒 者 の 採用 に も 力 を 入れ て 
いま す 。 一 方 で 、 定 年 後 再 雇用 満了 の 65 歳 を 超え て も 
働き 続け た いと いう 人 の 要望 に も 応え て いま す 。 「 こ の 
業態 に お いて 、 当 社 は この 地域 で は 最も 古い 企業 の 一 
つ で す 。 今後 も 堅実 に 業績 を 伸ばし て いき た いと 考え て 
いま す 」 と 津田 社長 。 夫婦 で 勤務 し て いた り 、 従 業 員 の 
親族 が 入社 し て きた りす る 例 も 少な く な いと いう 津田 
商店 。「 こ の 会 社 で 働き た い 」 と 思わ れる 存在 と し て 、 
これ か ら も 、 よ り 良 い 職場 を 目指 し ます 。 








職場 環境 改善 事例 集 ・ 





安全 面 も 考慮 し 、 女 性 が 扱い や すい 棚 の 高 さ に 変更 











Miyako-shi IWATE 
田老 町 漁業 協同 組合 
JF た ろう 加工 場 


JF た ろう 加工 場 工場 長 
鳥居 高 博 き ん 

本 大 震 災 津波 後 、 徐 々 
に 人 を 増やし 、 生 産 増 を 図 つ 
て きま し た 。 将来 的 に は 若 
い 人 に も 入っ て も らい 、 機 械 
操作 や 記録 簿 の 記入 な ど に 
も 対応 で きる よう に 経験 を 
積ん で いっ て も ら え れ ば と 
思っ て いま す 。 









































班長 を 務め る 、 鈴 木 八重 子 さ ん ( 左 )、 吉 水 み ゆき さん (中央) 、 腹 子 小百合 さん ( 石 ) 。 
提案 が 活か され る こと で 、 伝え る こと の 大 切 さ を 実感 する と いう 























小さ な 改 舌 で 働き や すい 環境 に 


肉 厚 で 濃い 緑色 が 美しい 「 真 崎 わ か め 」 を 地域 ブラ 
ンド 商品 と し て 加工 ・ 販 売 す る 宮古 市 の 田老 町 漁業 協同 
組合 。 塩蔵 わか め の ほ か に 、 と ろ ろ 昆布 、 だ し 昆布 、 カット 
わか め と いっ た 乾物 な ど 、 多 く の 商品 を 作っ て いま す 。 


コミ ュ ケ ーション を 大 切 に 





田老 町 漁協 の 現在 の 従業 員 は 47 名 。 そ の うち 女性 
は 40 名 で 、 平均 年 齢 は 50 代 半ば 。 ベテラン 女性 従業 員 
が 中 心 と な っ て 生産 現場 を 支え る 職場 で す 。 昨 年 、 定 
年 制度 を 廃止 し 、 65 歳 以上 の 従業 員 は 、 希望 すれ ば 継 
続 し て 働く こと が で きる よう に な り ま し た 。 

望め ば 長く 働く こと が で きる 職場 の 環境 を さら に 改 
善 し て いこ うと 、 田老 町 漁協 で は 県 の 事業 を 利用 し 、 大 
きく 2 つの こと に 取り 組み まし た 。 そ れ が 、 作 業 場 に お 
ける 負担 の 軽減 と コミ ュ ニ ケー ショ ン 面 の 改善 で す 。 工 
場 長 の 鳥居 高 博 さ ん は 「 皆 が 気持 ちよ く 仕 事 を する 上 で 、 
最も 大 切な が こと で す 」 と 話し ます 。 そこ で 定期 的 に 、 従業 

















良い 商品 に 」 と 各 工 程 と も に 神経 を 集 上 











員 一 人 ひと り と 面接 し 、 意見 や 要望 な どの 聞き 取り を 続 
け て きま し た 。 


ちょ っ と し た 改善 で 働き や すく 





負担 の 軽減 は 、 資材 置き 場 に 設置 し て いる 棚 の 高 さ を 
従来 より も 低く 設定 し 直す こと で 対応 し まし た 。 段ボール 
な どの 包装 資材 を 取り 出す と き に は 脚立 を 使っ て いま 
し た が 、 女 性 に と っ て は 重量 の 負担 が 大 きく 、 時 に は 
危険 も 伴う 重労働 で す 。 扱 いや すい 高 さ 設定 に より 、 
以前 に 比べ て 作業 が スム ー ズ に な っ た と いい ます 。 

現場 で は 、 真崎 わか め を 選別 する 「 選 別 班 ] と 袋 詰 
め な ど を 行う 「 製品 班 ]、 と ろ ろ 昆布 な ど を 作る 「 乾 物 
班 ] の 3 班 に 分 か れ て 作業 を 行っ て いま す 。 各 班 の 班長 で 
ある 吉水 みゆ き さ ん 、 鈴木 八重 子 さん 、 腹 子 小百合 さん 
は 、 休 憩 時 間 に な る と 、 一 緒 の テー ブル で 情報 交換 。 
班 を どの よう に まとめ る か な ど に つい て 、「 こ うし た ら 、 
いい ん じゃ な い ?」 と 、 日 頃 か ら 互 い に ア ドバイ ス し 合う 
そう で す 。 

「 長 時 間 、 一 緒 に 作業 を する こと で 、 スト レス を 感じ る 
こと も 。 作業 の 立ち 位置 を シャ ッ フ ル し て 対応 し て いま 
す 」 と 鈴木 さん 。 吉水 さん は 「 毎 週 金曜 、 くじ 引き を し て 
席 替 え を し ます 」 と 話し 、 皆 が 新鮮 な 気持 ち で 取り 組め 
る よう 工夫 し て いる と いい ます 。 腹 子 さん は 「 全 体 を 見 回 
し 、 個 々 に 異な る ペー ス を 調整 し て 、 遅 れ が 出 な いよ う 
気 を つけ ます 」 と 、 工 程 管 理 へ の 配慮 を 話し て いま し た 。 

また 、 3 人 は 口 を 揃え て 「 女 性 だ か ら 、 理解 し て あげ ら 





れる こと が 多い 」 と も 。 子育て 中 の 後輩 へ の 心遣い は 、 自 
身 が その 経験 を 経て いる か ら こ そ で きる こと 。「 工 場 長 も 、 
も っ と 私 た ち に 尋ね て も ら え た ら 」 と 女性 の 視点 を さら 
に 活か し た 職場 づく り に 期待 を 寄せ て いま し た 。 


女性 の 視点 を さら に 活か し た 未来 に 


また 「 田 老 町 漁協 の 未来 像 は 7]」 を テー マ に し て 、 個々 の 
思い を 書き 出し て も ら う 取り 組み も 行い まし た 。 従業 員 か 
ら は 「 田 老 の ブラ ンド 真崎 わか め を 世界 の ブラ ンド に 」 「 若 
い 人 た ち が 働 きやすい 環境 づく り 」 な どの ほか 、 子育て 
に 最適 な 職場 ] と いう 、 女性 な ら で は の 視点 で 描い た 未来 
像 も あり まし た 。 

こう し た 意見 は 1 枚 の シー ト に まとめ て 、 工 場内 に 掲示 。 
また 、 ワカ メ の 加工 作業 を 体験 し た 小 中 高 生か ら 送 られ た 
感想 も 張り 出し 、 従業 員 間 だ け で な く 、 外部 と の 交流 も 糧 に 
し て 職場 の 活性 化 へ の 取り 組み を 進め て いま す 。 
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加工 作業 を 体験 し た 小 中 高 生か ら の メッ 
セー ジ も 職場 の 活性 化 に つなが っ て いる 








職場 環境 改善 事例 集 ・ 





女性 な ら で は の 視点 で 描い た 田老 町 漁協 の 未来 像 ……… 
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